
第８５回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 結果 

 

■ 日   時  令和５年６月２２日（木）・１９時開会 

■ 場   所  相模湖総合事務所 ３階 大会議室 

■ 出席委員数  １８名出席（３名欠席） 

■ 傍 聴 者  ０名 

 

１  開会 

 

２  代表あいさつ（河津代表） 

○河津代表からあいさつの後、代表の司会により進行した。 

 

３  報告事項等 

（１）協議会立ち上げに係るまちづくり会議への推薦依頼について 

○学務課から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 

（２）森のイノベーションラボ FUJINO の取組について 

○緑区役所地域振興課から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

《主な意見・質問》（◇主な意見・質問等、◆回答等） 

 ◇予算はどのようになっているのか 

 ◆施設の費用が年 310 万円、事業委託費が 1200 万円となっている。 

 ◇その予算規模で企業として成り立っているのか。 

 ◆住んでいて課題を見聞きしていて、町に貢献するというところで行っている。 

 

（３）相模湖地区まちづくり会議 委員の変更について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 

４ 協議事項 

（１）令和５年度相模湖地区「地域活性化事業交付金」対象事業について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

《主な意見・質問》（◇主な意見・質問等、◆回答等） 

 ◇甲州街道小原宿本陣奴会は区長ヒアリングを受けて予算書を修正するとなっ

ているが、今回のまちづくり会議で承認された場合、この後は議題として扱わな

いということでよろしいか。 

 ◆承認いただけるのであれば、そのように取扱いたい。 

 

（２）令和５年度まちづくりを考える懇談会の実施日程調整について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 



 

（３）前回まちづくり会議各テーブルの懇談内容について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 

５  各部会等からの報告 

○各専門部会長から各専門部会の取組状況について説明があった。 

・産業・観光専門部会の中里部会長からダムカレーマップの頒布とダムカレーの

販売が開始され、各店舗から聞き取った売れ行きの様子などについて報告があっ

た。 

・子ども・若もの専門部会の河津部会長から前回まちづくり会議から特段動きは

なかったと報告があった。 

・地域ケア会議の遠藤委員から明日会議予定であること、会議の議題について説

明があった。 

 

６  その他 

・森久保副代表から消防署の建築状況について報告があった。 

・溝口委員より国道 20 号の底沢の横断歩道において横断中の生徒に車と接触しそ

うな危ない事例があったと報告があった。 

・事務局より相模湖地区の将来人口推計値について説明をした。 

 

７  閉会 

  ○森久保副代表による閉会 

                         

以  上 



 

第 85 回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 次第 
 

日 時 ： 令和５年６月２２日（木）・19 時～ 

場 所 ： 相模湖総合事務所３階 大会議室 

 

１． 開 会 

 

２． 代表あいさつ 

 

３． 報告事項等 

 （１）協議会立ち上げに係るまちづくり会議への推薦依頼について…別紙 

    （学務課） 

 

 （２）森のイノベーションラボ FUJINO の取組について…別紙 

    （緑区役所地域振興課） 

 

（３）相模湖地区まちづくり会議 委員の変更について…資料 1 

 

４． 協議事項等 

（１）令和５年度相模湖地区「地域活性化事業交付金」対象事業について…資料 2 

 

（２）令和５年度まちづくりを考える懇談会の実施日程調整について…資料 3 

 

 （３）前回まちづくり会議各テーブルの懇談内容について…資料 4 

 

５． 各部会等からの報告 

 

６． その他 

 

７． 閉 会 

 

 

 

 

 



５学務課第２６４６号 

令和５年６月２２日  

 

相模湖地区まちづくり会議 代表 様 

 

相模原市教育委員会教育長 渡邉 志寿代  

                                  （公印省略） 

 

（仮称）相模湖地区小・中学校の学習環境のあり方検討協議会委員の選出について(依頼) 

 

 入梅の候、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から、本市教育行政に格別の御理解、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、相模湖地区においては、令和３年度から、相模湖地区まちづくり会議子ども・若も

の専門部会によって、各小・中学校ＰＴＡの代表者等を中心とした「相模湖地区小・中学校

の望ましい学習環境のあり方意見交換会」（以下「意見交換会」という。）が設置され、児童

の登下校の安全性や学習環境に係る地域課題等について、活発な意見交換が行われてきたと

承知しております。 

教育委員会では、令和５年３月に提出された意見交換会からの報告を踏まえ、また、本市

における「相模原市立小中学校の望ましい学校規模のあり方に関する基本方針」に基づき、

相模湖地区小・中学校の児童生徒にとってのよりよい学習環境の整備に向け、保護者や地域

の皆様と共に、相模湖地区の学習環境のあり方を検討する「（仮称）相模湖地区小・中学校の

学習環境のあり方検討協議会」（以下「検討協議会」という。）を設置すべく、準備を進める

ことといたしました。 

 つきましては、設置を予定している検討組織に、相模湖地区まちづくり会議から委員９名

を選出いただきたく、次のとおりお願いいたします。 

 なお、検討組織の概要等につきましては、別紙を御参照ください。 

 

１ 選出の方法 

  別紙「委員選出表」に必要事項をご記入ください。 

２ 委員選出表の提出方法等 

  相模湖まちづくりセンターを通じて、令和５年７月１４日（金）までにご提出くださる

ようお願いいたします。 

３ その他 

  第一回の検討協議会は８月の開催を予定しております。 

  選出委員が交代された場合は、後任の方について改めてご推薦をお願いいたします。 

 

以 上   

 

相模原市教育委員会教育局学務課  

担当 一之瀬、小林  

電話 ０４２－７６９－８２８２  

FAX  ０４２－７５８－９０３６  







相模湖地区小・中学校の学習環境のあり方検討協議会設置規約（案） 

 

 （設置） 

第１条 相模湖地区小・中学校の児童・生徒にとって望ましい学習環境の実現に向け

た検討、協議等を実施するため、「相模湖地区小・中学校の学習環境のあり方検討

協議会」(以下「検討協議会」という。)を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 検討協議会は、次の事項を所掌する。 

（１）相模湖地区小・中学校の現在及び将来の児童・生徒数や学習環境に係る地域課

題を考慮し、相模湖地区小・中学校の児童・生徒にとって望ましい学習環境の実

現に向けた検討、協議を行うこと。 

（２）前号に掲げるもののほか、相模湖地区小・中学校の児童・生徒にとって望まし

い学習環境の実現に向けて必要なこと。 

（委員） 

第３条 検討協議会は、次に掲げる者を委員として組織する。 

（１）相模湖地区まちづくり会議代表から推薦された者 ９名 

（２）桂北小学校ＰＴＡ会長から推薦された者     ２名 

（３）千木良小学校ＰＴＡ会長から推薦された者    ２名 

（４）内郷小学校ＰＴＡ会長から推薦された者     ２名 

（５）北相中学校ＰＴＡ会長から推薦された者     ２名 

（６）内郷中学校ＰＴＡ会長から推薦された者     ２名 

（７）検討協議会の会議運営において会長が必要であると認める者 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、定めない。 

（会長及び副会長） 

第５条 検討協議会に、会長１名及び副会長２名を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、検討協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長の指名により定める。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 



（会議） 

第６条 検討協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 検討協議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 検討協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（関係者の出席等） 

第７条 検討協議会の会議において必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、

その意見又は説明を聴くことができる。 

(傍聴) 

第８条 会長は、検討協議会の会議の傍聴の申出があったときは、検討協議会に諮っ

て、当該申出に対する決定を行うものとする。 

２ 会長は、正常な会議の進行を確保するため必要と認めるときその他相当の理由が

あると認めるときは、傍聴人に退場を命ずることができる。 

（庶務） 

第９条 検討協議会の庶務は、相模原市教育委員会の通学区域事務主管課で処理する。 

（委任） 

第１０条 この規約に定めるもののほか、検討協議会の運営について必要な事項は、

会長が検討協議会に諮って定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規約は、令和５年〇月〇日から施行する。 

 （失効） 

２ この規約は、検討協議会を解散した日において、その効力を失う。 

 





1

自然豊かな中山間地域の

テレワークセンター

「森のイノベーション

ラボFUJINO」

（森ラボ）について

令和５年６月

緑区役所地域振興課



築３０年以上の藤野総合事務所会議室棟（３階建）２階・３階をリノベーションした

テレワークセンター&中山間地域交流拠点

所 在 相模原市緑区小渕2012（藤野駅から徒歩３分）

2

森ラボとは

◆森ラボを交流拠点として以下の取組を実施

○ビジネス支援
IT教育等による人材育成、地域と都心の企業や
個人とのマッチングの支援

○魅力発信
中山間地域の魅力的な商品や特産品の展示・
試供・販売、マルシェの開催等

○プロジェクト支援
中山間地域でのプロジェクトの立ち上げと
円滑な運営等を支援



多様な働き方を支えるテレワーク拠点、
人と仕事を繋ぐ交流拠点として運営を開始
（令和３年７月～令和４年３月：実証運営、令和４年４月～：本格運営）

3

森ラボ運営の背景

外的要因 地方移住への関心や多様な働き方へのニーズの高まり

内的要因 中山間地域の地域特性・資源を最大限に活用

多様な活動・資源豊かな自然都心からの距離

中央本線･･･新宿から
相模湖・藤野まで１時間

高速道路･･･新宿から
中央自動車道で相模湖まで４５分
圏央道で宮ケ瀬湖まで１時間

（多様な地域コミュニティ・体験メニュー等）

出典：「りとりと」ＨＰ（体験ツ
アー）



4

登録者 ６６５人（令和４年度末） 【令和３年度末 ３９６人】

利用者 １，４７０人（令和４年度実績）【令和３年度 ２，０１１人】

※有料化に伴い令和３年度実績から減少（一部利用無料曜日継続）

令和４年度イベント ５０回開催４３１人参加 【令和３年度 １２回】

※人気講座は、シニア向けスマホ教室､Ｗｅｂ3.0（ＤＡＯ、ＮＦＴ）等の勉強会
スマホを活用した写真や動画編集講座 など

森ラボプロジェクト（地域が主体となって地域課題を解決する取組）１０案件組成

※農産物商品開発ＰＪ(高校生の開発したふりかけ 毎日新聞等掲載､ＴＢＳ等出演）、

森の家づくりＰＪ(神奈川新聞等掲載)）

地域おこし協力隊を令和５年１０月から森ラボで２名受け入れ

※地域ニーズやデジタル田園都市国家構想等の動向も踏まえ、ＩＣＴの活用により中山間の地域課題に対応

森ラボトピックス



555

現在進行中、12のプロジェクト

森の家づくり
プロジェクト

農業再生プロジェクト 農産物商品開発
プロジェクト

森の再生ＰＪ

フィールドワークなどの
活動を通じたナラ枯れ対策、
炭の蓄電池の制作など

農業ボランティア募集や
地域産商品の紹介

藤野駅前活性化
プロジェクト

空き店舗の利活用

コンペ応募
プロジェクト

規格外野菜の活用など
森ラボビジネスＰＪ

ワークショップ等による副業・
副業・モザイク就労の支援など

子どもの発達支援ＰＪ

地域の発達障害児支援に
向けたＮＰＯ化の検討

ＷＥＢ3.0ＰＪ

メタバースなどを活用した
地域のビジネス化検討

ＶＲプロジェクト アート体験プロジェクト中山間地域医療介護

プロジェクト



6

シニアのスマホ教室 高校生の農産物開発



中山間地域の目指す姿の実現に向けた森ラボの主な取組

ビジネススタイル

森のイノベーションラボFUJINO
地域と都内を繋ぐハブ

関係人口の創出と持続可能な
地域づくりの一端を担う

ライフスタイル
中山間地域の特性を生かした
新しいビジネススタイルの提案

自然に囲まれた生活空間を生かした
豊かなライフスタイルの提案

医療・福祉の充実

移住促進

地域コミュニティの充実
世代間交流の促進

関係人口の拡大

地域活動を担う人材の育成・確保

テレワーク・
ワーケーションの推進教育・子育て環境の充実

持続可能な農林業空き家等
遊休資産活用

情報発信

中山間地域

防災・鳥獣被害対策

中央・
南区等

SDGsの実現

地域循環共生圏の確立
起業・創業・事業承継

都心

森ラボ
プロジェクト
（ＰＪ）

イベント

森ラボマルシェ

藤野駅前活性化
ＰＪ

市民活動よろず無料相談会 地域人材による相談会

農産物商品開発ＰＪ、
農業再生ＰＪ など

起業勉強会 スモールビジネス
勉強会ＨＵＧ体験 バーチャル

実験室ＰＪ

シニア向け
スマホ講座

7森の再生ＰＪ

子どもの発達支援
ＰＪ



令和5年6月・敬称略

中里　正巳

4 理 　事 相模湖地区公民館運営協議会 藤井　行雄

- 鈴木　克枝

地域活性化事業
交付金活動団体

自治会関係

産業・経済
関係団体

教育・スポーツ・
文化関係関係

地域活性化事業
交付金活動団体

公募委員

安全・安心
関係団体

緑区安全・安心まちづくり協議会相模湖支部 小川　達雄

サンタクロースプロジェクト 河津　暁1 代　表

3 副代表

5 理 　事

7 理 　事

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

6 理 　事

橋本　久美子公募委員

委 　員

砂金　富保

遠藤　亮裕

小野沢 健二

加藤　清子

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

川村　千穂子

清水　孝夫

14

自治会関係

産業・経済
関係団体

15

13 相模湖地域包括支援センター（相模湖地区地域ケア会議）

相模湖商工会

与瀬商栄会

16

教育・スポーツ・
文化関係関係

19

相模湖地区小学校ＰＴＡ「内郷小学校」

相模湖地区中学校ＰＴＡ「北相中学校」

20

委　 員

相模湖地区中学校ＰＴＡ「内郷中学校」

21 -

委 　員

委 　員

委 　員

第7期 相模湖地区まちづくり会議委員名簿

11 相模湖地区民生委員児童委員協議会

保健・福祉
関係団体

番号 所属団体等

相模湖地区自治会連合会

8 相模湖地区自治会連合会

9 相模湖地区自治会連合会

10

氏名役職

井上　道夫

岸　義之

佐々木 裕修

2 副代表 相模湖地区自治会連合会 森久保　高弘

さがみ湖コンシェルジュ 吉良　奈美乃

一般社団法人 相模湖観光協会

12 相模湖地区社会福祉協議会

17

岸野　和広

倉田　真由美

溝口　香苗

川上　はぎ乃

相模湖地区小学校ＰＴＡ「桂北小学校」

相模湖地区小学校ＰＴＡ「千木良小学校」
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令和 4 年度相模湖地区地域活性化交付金事業実績 

 

申請事業 

①甲州街道小原宿 本陣奴会（『小原の奴』継承人材育成事業） 

 補助金額 

【事業の目的】 

『小原の奴』の継承活動を通じて、地域の活性化を促し、担い手を輩出する地

域教育機関と連携し、『小原の奴』を次世代に継承する。 

小原・相模湖地区の魅力を外部へ発信するため、他地区へのイベントへ出演、

街頭演舞などを行う。 

他団体とのコラボレーションにより交流を実現し、相互地域の活性化を目指

す。 

【事業の内容】 

さくら祭・いちょう祭等への参加、教育機関への出前授業、街頭演舞活動、Ｓ

ＮＳ等への活動状況掲載 

【事業実績】 

（１）令和４年７月１日北相中学校 ２年生２５名に対して、課外授業として小

原の郷と小原本陣にて『小原本陣の歴史』『大名行列の意義』『奴の舞体験』を教

示した。 

（２）令和４年１１月１９日八王子いちょう祭りのステージにて、『奴の舞』を

披露し相模原市緑区、小原本陣の宣伝活動を行った。 

（３）Facebook での広報、小原宿本陣祭への参加、TBS「所さんお届けモノです！」

への出演等 

【交付金】 

申請額：216,000 円 

交付額：216,000 円 

事業全体額：329,906 円 

 

②相模湖地域連絡会（わくわく・さがみこ創り） 

【事業の目的】 

将来の生活、地域の衰退、財産保全等への不安等の課題を解決の窓口へつなぐ。 

魅力あるまちづくり、住みよい町・豊かな町とし、地域外からの居住者誘致を

行う。 

【事業の内容】 

空き家対策（空き家や更地の有効化の提案をしていく） 

ポスター作製（相模湖地域の魅力や知名度拡大のため） 
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イベント創設（地域内外への参加型イベントの創設、アトリエヨシノと連携

し相模湖のバレエの聖地化を目指す） 

桜道構想（与瀬神社下から中野地区へつながる道の桜等の植樹） 

【事業実績】 

（１） 空き家対策 

１月２３日 部会を開催した。 

（２）ポスター部会 

１１月１２日 地域 PR のポスター作製 

（３）イベント部会 

相模湖夏祭り（8/6）、相模湖ハロウィン（10/29）、小原本陣祭（11/3）、八王子

いちょう祭り（11/19,20）への参加 

（４）桜道構想部会 

３月２６日 予定箇所への桜の植樹完了 

【交付金】 

申請額：350,000 円 

交付額：350,000 円 

事業全体額：382,315 円 

 

③相模ダムカレー・ダムプレート事業 

【事業の目的】 

相模ダム近隣を中心とした相模湖地域全体の飲食店、観光振興を目的とした

もの。 

最近相模湖内のプレジャーフォレストがテレビで盛んに PR をしているが、

プレジャーフォレストの外にそうした観光客は流れてこない。そうした観光客

やダム観光に来た観光客に向けたＰＲに取り組むことにより、観光客を増加さ

せ地域の活性化を図る。 

【事業内容】 

ダムカレーマップ作成、ダムカレー店舗支援 （のぼり旗作成等） 

【事業実績】 

 ダムカレー参加店舗募集、ダムカレーマップ等作成 

【交付金】 

申請額：300,000 円 

交付額：271,000 円 

事業全体額：271,851 円 

 



 

 
 

 
 



    

 













 



 



地区

相模湖

事業等の名称 新規・継続

団体名 会員数 13 名

全体金額
（単位：円）

申請金額
(単位：円）

過年度の実績と
事業による効果

事業実施の背景
や

地域の現状と課
題

要綱別表該当
対象事業

優先的な対象事
業

事業の目的

事業内容及び
事業スケジュー

ル

次年度以降の
事業計画及び
事業展望

ヒアリング時に
質問・確認依頼
を受けた事項に
対する見解等

費　目 説　明 費　目 金　額

市交付金 衣装維持費 99,000

会費
ボランティア保
険

21,000

特別経費 148,500

合　計 合　計 268,500

槍購入費

268,500

金　額 説　明

219,000 クリーニング代

49,500

・『小原の奴』の継承活動を通じて、地域の活性化を促し、担い手を輩出する。
・地域教育機関と連携し、『小原の奴』を次世代に継承する。
・小原・相模湖地区の魅力を外部へ発信するため、他地区へのイベントへ出演、該当演舞な
どを行う。
・他団体とのコラボレーションにより交流を実現し、相互値域の活性化を目指す。

【事業の内容】
・さくら祭・いちょう祭等への参加
・教育機関への出前授業
・該当演舞活動
・ＳＮＳ等への活動状況掲載
【スケジュール】
４月 さくら祭に参加【奴・本陣祭のPR】
１０月 甲州街道小原宿本陣祭の広報活動に参加
１１月 本陣祭に参加
１１月 いちょう祭に参加
　随時 全体練習を毎月１回程度実施。個別練習は、週１回程度実施

・ 中学校、小学校への出前授業を増やす。運動会、文化祭などへの出演を通して、魅力を
伝える広報活動を行う。
・ 駅前など街頭にて演舞を行い『小原の奴』の広報活動を行う。
・ イベント支援として、街頭演舞を行う。

・補助金がなくなる3年目以降に向けてどのような活動の目標や活動を継続するにあたって
の財政的な裏付けを考えておいてほしい。
⇒現在行っている活動を会費や負担金を会員等から徴収することで継続していく。
・クリーニング代や保険費用については自団体で負担すべきではないか。
⇒その通りである。こちらを除いた予算書を再度提出する。

収　入　の　部 支　出　の　部

268,500 219,000

青少年の健全育成や地域活動の情報発信、地域の文化の文化・伝統の振興に貢献し
た。

小原地区では平成5年より地域活性化を目的として「甲州街道小原宿本陣際」を開催してい
るが、大名行列の担い手となる若年層への浸透不足と後継者不足が課題となっている。

産業や観光の振興に関する事業（要綱第２条第１項別表第１－４該当）

地域における公共的な活動の担い手育成 （要綱第２条第２項第２号該当）

令和５年度 地域活性化事業交付金
申請受理日

『小原の奴』継承人材育成事業 継続２年目

甲州街道小原宿　本陣奴会
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５市協課第６７４号 

令和５年５月２５日 

 

 まちづくり会議代表 殿 
 

相模原市長 本村 賢太郎 

（公印省略） 
 

   令和５年度 地区まちづくりを考える懇談会について（通知） 

 

時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から市政につきまして、格別の御理解と御協力を賜り、お礼申し上げます。 

 さて、令和５年度地区まちづくりを考える懇談会の実施希望等について「１ 実施にあたっての

留意点」及び別紙「実施要領」をご確認のうえ、ご検討いただき、各まちづくりセンターを通じて

ご回答いただきますようお願いいたします。 

 

１ 実施にあたっての留意点 

（１）テーマについて 

テーマの数につきましては、原則一つとさせていただいておりましたが、二つまでであれば、

時間内での運営となることが見込まれますので、変更させていただきます。 

なお、テーマ設定については、次の例を参考にしてくださいますようお願いいたします。 

【適当な例】地域資源をいかしたテーマになっている。 

テーマ：○○を活かした地域の魅力発信の方法について 

テーマ：○○跡地の有効活用による地域の活性化について 

【適当でない例】広範なテーマに関連性のない地域課題を複数詰め込んでいる。 

（２）懇談内容について 

単なる要望や事業説明は、まちづくり会議の場等へ担当する局部長や所属の出席を求めて行

うことが可能であり、より迅速な地域課題の解決につながるため、まちづくり懇談会での単な

る要望や事業説明を求める内容は、適当ではないものと考えております。 

【適当な例】テーマに沿った内容になっている。 

      ○○を活かした魅力発信を行う中で、地区と行政の協働で何ができるか 

○○跡地の有効活用により、地域が目指す未来像について 等 

【適当でない例】単なる要望や説明を求める内容になっている。 

 

（参考）地区まちづくりを考える懇談会の役割等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

市民局市民協働推進課 

担当：小澤・田頭 

電話 042-769-8226（直通） 

資料３ 
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令和５年度 地区まちづくりを考える懇談会 実施要領 

 

１ 目的 

  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を

生かしたまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進する。 

 

２ 本年度の開催方針等 

各地区まちづくり会議が市長と地区のまちづくりについて考える「対話」の場を希望し

た場合に実施する。 

  また、名称を『地区まちづくりを考える懇談会「地域の未来を語ろう with 市長」』とし

て実施する。 

 

３ 開催単位 

実施希望地区のみ年１回１会場までとする。 

 

４ 実施方法 

  各地区まちづくり会議と市の協働により実施する。 

 

５ 開催日等 

  実施日及び会場は、まちづくり会議と市との調整により決定する。 

  開始時間は原則午後６時からとし、協議により変更可能とする。 

（まちづくり会議側からの希望がある場合は、昼間の実施も可能とする。） 

 

６ 進行等 

  懇談会の進行等はまちづくり会議の代表者等が行い、実施時間は概ね１時間３０分とす

る。 

 

７ 出席者 

（１）地区の出席者は、まちづくり会議の委員とする。なお、まちづくり会議が特に必要と

する場合には、委員以外の出席を認めることができるものとする。 

（２）市側の出席者は、市長、テーマ担当副市長、区長、テーマに関連する局長（市長公室長

含む。）及び事務局長とする。ただし、区長は副区長が、局長は部長級が代わることがで

き、部長級が設置されていない局については、局長が指定する所属長が代わることがで

き、事務局長は次長又は指定する職員が代わることができるものとする。また、まちづ

くり会議事務局の職員、テーマに関連する部署の課長及び職員も出席できるものとする。 

  ※市長の公務日程等で対応できない場合がある。 
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８ 懇談の内容 

  地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する（二つ以内）。 

【テーマの考え方】 

   ア 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

   イ 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

９ 傍聴 

当日受付とし、地区以外の住民も傍聴可能する。ただし、会場の都合により、座席数には

限りがあるため、希望者が多い場合には抽選により、傍聴者を決定する場合がある。 

 

１０ 周知方法 

市ホームページ及び地域情報紙にて周知を行う。 

相模湖地区では 

令和４年度 

11/22（火）に開催。 

候補日は上記の日程に加え 11/17（木）11/28（月）となっていた。 

 

令和５年度の日程については 

第 1 希望 11/28（火） 

第 2 希望 11/30（木） 

第 3 希望 11/17（金） 

と希望することを検討している。 



各テーブルの懇談内容について

現状と課題

地域の諸組織の体
制見直し

・自治会連合会にて役員をやりたくない人が多くいたため負担を減らすために、自治会の組織（体制）の見直しを行うべきという意見が出た。まちづくり会議もメンバーをスリム化すべき。
・自治連の役員になると付随する役が30以上ある。
・民生委員も付随する役が3つ４つある。

住居

・内郷地区の民生委員は生活保護を受けている人が多く転入している為、訪問が大変になっている。
（かつて帝京大の薬学部の学生向けに貸していたアパートが、NPO法人の借り上げ無低となっている様子）
・内郷地区は用途に制限がかかる青地（農業振興地域内農用地区域内農地）が多く、家を自由に建てられないことが多い。
・相模湖駅周辺に空き家が増えて寂しいことになっている。状況を詳細に把握して、住みたい人へ情報提供ができればもっと良くなると思う。
・用途に制限がかかる青地（農業振興地域内農用地区域内農地）が多く、家を自由に建てられないことが多い。千木良は家が増えていることもあり、機会損失をしているとも考えられる。

移住定住
・転入してくる家族に補助金を増やしてほしい
・子供が成長すると進学で外に出てそのまま外に就職して戻ってこなくなってしまう。
・子育て世帯や若者を支援する補助金等が欲しい

観光

・ダムの活用
・ダムカレーをより発展させていきたい。
・若者や女性の方を巻き込む相模湖を活用する行事を行ってほしい。
・外から来た人が滞留する道の駅がない
・駅前の利用者を増やす。
・湖畔の活性化の為に相模湖ブランドを立ち上げたい。
・相模湖の事をもっと知ってもらうために情報発信を効果的に行う。
・相模湖駅伝を復活してほしい
・自治会の存在を際立たせるために各地域の盆踊りを復活してほしい。
・相模湖に遊びに来てもじっくり楽しまず帰ってしまう。
・観光資源を生かし、ダムカレーを促進するために子育て世帯、若い世帯の意見を聞きたい。
・何かやるには、県企業庁ダム事務所、大規模ダム改修があり、良いタイミングである。
・自分達が楽しくないと市外の人も楽しめない。
・出入りのある学生に相模湖のイベント運営に参加してもらって、アイデアを挙げてもらってはどうか。
・アトリエヨシノをうまく活用していきたい。
・高齢者をうまく活用していきたい、高齢者の町として進んでいくことも考えるべきだ。
・イベント等で湖畔をもっと活用していきたい。

環境問題
・ダムの改修に合わせてゼロカーボンの啓発をしていきたい。
・底沢の急流を利用して発電ができないか。
・学校の屋上にソーラーパネルを置けないか。

防犯・安全

・災害弱者の把握
・駅前の防犯カメラの撤去について
・独居老人のケア、買い物支援
・通院先が少ない（特に専門科）
・２４時間使えるAEDが近隣に無い。

買い物 ・商店が活性化してほしい。

教育 ・検討協議会に入る内容とそれ以外の内容の線引きを明確にしてほしい。

まちづくり会議
・全体会は、各部会の報告の場だけにならないように共通の認識を持つ。
・小さいグループにならないとなかなか会話をする機会がない。
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神奈川新聞より 


